
大学連携拠点に求められるもの

深宇宙
周回軌道

小型衛星
小型ロケット

海外ミッション参加
超小型探査機（ピギーバッグ）

観測ロケット

大気球
超小型衛星（ピギーバッグ）

サブオービタルハイブリッドロケット
多様な研究活動

数百億円

数十億円

数億円

～数千万円

小規模

高頻度

野心的
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探査までは
出来ない。

深宇宙探査ミッシ
ョンより高頻度に
はならない。

大学連携拠点に求められるもの



GTOから深宇宙へ

 化学ロケットにより近地点でキックすれば、1 km/s程度のΔVで深宇
宙へ行ける（電気推進によるスパイラル加速の場合は5～8 km/sの
ΔVが必要）。

 ハイブリッドロケットは、相乗りの可能性が最も高い。

月 0.7 km/s



GTOピギーバック＋ハイブリッドキックモータ
＝高頻度・超小型深宇宙探査機

 液体酸素 (cryogenic) → 亜酸化窒素 (storable)
 技術課題

 亜酸化窒素での燃焼特性データ（燃焼速度等）
 亜酸化窒素供給系
 運用（点火シーケンス、姿勢制御。。。）
 高空燃焼試験（簡易型）

 有利な点
 真空比推力
 重力損失、空力損失無し
 推重比が小さくても良い（CAMUI型じゃなくてもよい）



設計案
（ΔV = 1200 m/sの場合）

推力：

燃焼時間：

推重比

総重量：

　探査機

　推進剤

ドライ重量

200 kgf （50 kgf × 4）

85 秒
1.18（初期） → 1.82 （燃え切り）

170 kg
　70 kg
　60 kg
　　亜酸化窒素　52.6 kg
　　ポリエチレン　7.5 kg
40 kg （探査機含まず）

　酸化剤タンク　18.4 kg （容量165 L）

　燃焼室　6.8 kg （4本分）

　ノズル 5.9 kg （4個分）

　構造重量 3.1 kg
　補器類　4 kg


